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Abstract : This study is a part of a larger research on acquisition of passive voices by Turkish Leamers of 
Japanese Language. In this study， 18 sentences of passive voices were shown to Japanese native speakers to 
judge natural or unnatural. A composition test was also given to find out which of active and passive voices be 
preferred by Japanese natives in certain situations. The results show that the judgments of natural / unnatural of 
indirect passive voices are different by age under in certain cases. The usage of passive voices in compositions 
indicates that more passive voices may be used when the respondents describe the events in which they are 
involved， while more active voices may be used when the respondents describe the events as a third person. 
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表 1 被調査者 144名の内訳
(※年齢不詳者男 1名を除く)
年齢 10代 20代 30代 40代 50代 60代 合計
男 3 19 15 23 11 2 73 
女 7 46 11 6 。。70 








で正用，誤用を判断し，正用を fOJ誤用を fXJ とし
て表示した。また「一致」としたのは，調査者の「予測」
と母語話者の回答が-致したかどうかを示すため表示し
た。長 2ωI子iWJ でI胡1tX-はJ!-:J!J ・ It~Itlの子i!lJを¥'r:て.









































































































分類 例 文 予測 自然(人) 不自然(人) 自然選択(%) 一致
(6)海は山にさえぎられて見えませんでした。 O 125 18 87.4 O 
鉦
(1)りんごはアメリカから輸入されています。 O 118 26 81.9 O 
直接 (1)テストが終わり回答用紙が回収されました。 O 138 6 95.8 O 
(18)毎朝コーヒーは鈴木さんに飲まれています。 × 7 137 4.9 O 
有 (16)太郎は花子に本を貸されました。 × 4 140 2.8 O 
(2)先生に名前を呼ばれました。 O 137 7 95.1 O 
持 (4)会社に給料をあげられました。 × 8 136 5.6 O 
ち (13)だれかに財布を盗まれましたJ O 137 7 95.1 O 
主 (14)私の頭が太郎に殴られました。 × 19 124 13.3 O 
(17)いつも先生に息子をしかられます。 O 52 91 36.4 ム
間接
(3)花子は先に子供に死なれて，悲しい。 O 90 53 62.9 ム
(7)急に物価に上がられて困っています。 × 9 135 6.3 O 
第 (8)花子はコンビューターに故障されました。 × 1 143 0.7 O 
(9)一番いい席をとられて悔しい。 O 142 2 98.6 O 
3 (10)太郎は旅先で雨に降られました。 O 119 25 82β O 
(12)太郎は旅先で雨にやまれました × 3 141 2.1 O 
(15)うわさにひろまられました。 × 。 144 。O 





















(6)海は山にさえぎられて見えませんでした。 63 I 10 I 86.3 62 I 8 I 88β 
(1)りんごはアメリカから輸入されています。 58 I 16 I 78.4 60 I 10 I 85.7 
(11)テストが終わり回答用紙が回収されました。 69 I 5 I 93.2 69 I 1 I 98β 
(18)毎朝コーヒーは鈴木さんに飲まれています。 5 I 69 I 6β2 I 68 I ~9 
(16)太郎は花子に本を貸されました。 1I 73 I 1.4: 3 I 67 I 4.3 
(2)先生に名前を呼ばれました。 69 I 5 I 93.2 68 I 2 I 97.1 
(4)会社に給料をあげられました。 3 I 71 I 4.0 5 I 65 I 7.1 
(13)だれかに財布を盗まれました。 69 I 5 I 93.2 68 I 2 I 97.1 
(14)私の頭が太郎に殴られました。 8 I 66 I 10.8 11 I 59 I 15.9 
(17)いつも先生に息子をしかられます。 31 I 42 I 42.5 21 I 49 I 30.0 
(3)花子は先に子供に死なれて 悲しい。 48 I 25 I 65.8 42 I 28 I 60.0 
(7)急に物価に上がられて因っています。 5 I 69 I 6B 4 I 66 I ~7 
(8)花子はコンビューターに故障されました。 1 I 73 I 1.4 0 I 70 I 0 
(9)一番いい席をとられて悔しい。 73 I 1 I 98β69 I 1 I 98β 
3 I (10)太郎は旅先で雨に降られました。 63 I 11 I 85.1 56 I 14 I 80.0 
(12)太郎は旅先で雨にやまれました 2 I 72 I 2.7 1 I 69 I 1.4 
(15) -jわさにひろまられました。 一 r-----O --r ----74--r -----O-f -----O --r ---7-O-r-----O --1 







29歳以下 75人 30歳以上 68人
例 文 |自然(人)I不自然(人)I自然選択(%)1自然(人)I不自然(人)I日然選択(%)
(6)海は山にさえぎられて見えませんでした。 I 企 70 I マ5 I 93.3 I マ54 I 企 13 I 80.6 
(1)りんごはアメリカから輸入されています。 66 I 9 I 88.0 I 52 I 16 I 76.5 
(11)テストが終わり回答用紙が回収されました。 73 I 2 I 97.3 I 64 I 4 I 94.1 
(18)毎朝コーヒーは鈴木さんに飲まれています。 4 I 71 I 5.3 I 2 I 66 




(2)先生に名前を呼ばれました。 73 I 2 I 97.3 I 64 I 4 I 94.1 
持 !ω会在己給料ーをZi-5fi主Lji -1 ム示 l令宇v-6i-r一一一一-5jI Vi l-ーム-6-i-r-ー 元
ち I(13)だれかに財布を盗まれました。 73 I 2 I 97.3 I 64 I 4 I 94.1 
主 l一円1払om!が7KFF12225m烹Gt-:o一一一一一一一一一一一一一一一-__J ム ~_~__1___γ-?-~-_ J _ _ _ _ _?~心一一|一一一一 -~-~-J ム_?_~__1______ 竺一一一
(17)いつも先生に息子をしかられます。
(3)花子は先に子供に死なれて，悲しい。







44 45 24 
(7)急に物価に上がられて困っています。 I 企8 I マ67 I 10.7 I マ1 I 企67 I 1.5 
第 r-(合花子日正ぷピ三二ょん二云切言されま Lた~--------r----------ï---r--------74---r-------i3---I----------Õ---r ← -6-g--r-----o 
(9)一番いい席をとられて悔しい。 74 I 1 I 98.7 I 67 I 1 I 98.5 
3 I (10)太郎は旅先で雨に降られました。 I マ58 I 企 17 I 77.4 I 企61 I マ7 I 89.7 
(12)太郎は旅先で雨にやまれました o I 75 I 0 I 2 I 66 I 2.9 
o I 75 I 0 I 0 I 68 I 0 

















































表5 各場面における受動文の使用傾向 ( )内はいずれも母集団の人数
使用(人) 不使用(人) 使用率(%) 使用(人) 不使用(人) 使用率(%)
場面 1(a) 
135 7 95.0% 
場面 1(b) 
121 21 85.2% (142) (142) 
場面1(c) 
134 8 94.4% 
場面1(d) 
137 5 96.5% (142) (142) 
場面E
40 120 28.6% 
場面町
123 17 87.9% (140) (140) 
表6 男女別による受動文の使用傾向 表7 年齢別による受動文の使用傾向
使用 不使用 使用率 使用 不使用 使用率
男 (73) 69 4 94.5% 
場面 1(a) 
女 (69) 66 3 95.7% 
若 (75) 71 4 94.7% 
場面 1(a) 
中 (66) 98.5% I 65 1 
男 (73) 62 11 84.9% 
場面 1(b) 
女 (69) 59 10 85.5% 
若 (75) 65 10 86.7% I 
場面 1(b) 
中 (66) 84.8% I 56 10 
男 (73) 67 6 91.8% 
場面1(c) 
女 (69) 66 3 95.7% 
若 (75) 69 6 92.0% 
場面1(c) 
中 (66) 64 2 97.0% 
男 (73) 71 2 97.3% 
場面1(d) 
女 (69) 66 3 95.7% 
若 (75) マ70 .&.5 93.3% 
場面1(d) 
中 (66) 企 66 マ0 100% 
男 (70) マ14 企 56 20% 
場面E
女 (70) マ45企 25 35.7% 
若 (75) 24 51 32.0% 
場面E
中 (64) 16 48 25.0% 
男 (70) 60 10 85.7% I 
場面IV
女 (70) 64 91.4% J 6 
若 (75) 68 7 90.7% 
場面IV
中 (64) 54 10 84.4% 一一












































) I j ftf{[('Jにも庄があ'ノたことは興味i荒いことであ-)たに
しカミしなぜI"r:'i''l:による，1'F行本の庄がおきるωか. また
















:t= ( 1 ) = 5.18，pく.05}{(14)両t( 1 ) =7.70，pく.05}{( 4) 
両 t( 1 ) =4.17，pく.05}{( 7 )両 t( 1 )二5.11，pく.05}{(10) 
両t(1 )=3.90，pく.05}
注3)有意傾向が見られた表3の受動文(5)と表4の受
動文(1)(16)の検定結果:{( 5)両 t( 1 ) =3.05，.05くpく.















ス・スタディ J ~国語学~ 132集 65-80 国語学
h.. 
ヱミ
金水 敏 (1991) I受動文の歴史についての一考察J~国

















考察JW日本語教育』第 107号 045-54 














『言語文化と日本語教育』第9号 218 -228 
72 鳴門教育大学学校教育実践センタ一紀要
